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助成項目 細目 1年度目（平成28年度） 2年度目（平成29年度） 3年度目（平成30年度） 項目ごとの合計

800 200 200 1,200

3,600 4,500 4,500 12,600

①調査費 0 0 0 0

②診断書作成費 0 0 0 0

③治療費 0 0 0 0
100％以内
（上限50千
円/本）

④環境整備費 0 0 0 0
100％以内
（上限50千
円/本）

①維持・管理費 660 660 660 1980 100％以内

②広報・研修費 200 200 200 600 100％以内

③事務費 100 100 100 300
100％以内

（上限100千
円/年度）

④諸雑費 40 40 40 120
100％以内
（上限40千
円/年度）

年度ごとの合計
（注4,6,7,8）

5,400 5,700 5,700 総合計   　　　　 16,800

（記入時の注意事
項）

概算事業費（単位：千円）（注1,5）

注1：提案計画の助成金と自己負担金を含めた概算事業費（予定金額）を記入してください。計画がない項目や細目は、0（ゼロ）となります。

注2：民有地緑化の緑化整備等経費には、最低10%の自己負担金が必要となります。（助成金申請時に、自己負担金が用意できることが助成金交付の要件となります。）

注3：地域緑化活動の助成項目では、１年度につき1,000千円が助成金額の上限となります。

注4：民有地緑化、景観木保全、地域緑化活動の助成金の合計は１年度につき5,000千円が助成金額の上限となります。（3年度総合計の助成金額の上限は、15,000千円です。）

注5：千円単位で記入してください。（なお助成金額は、千円未満切り捨てとなり、端数は自己負担金となります。）

注6：本概算事業費の年度ごとの合計金額を上回る助成金の申請はできません。

注7：年度ごとの概算事業費を作成することとし、年度間での助成金のやりとりはできません。（年度ごとに助成事業を完了させる必要があります。）

注8：上限内での年度ごとの項目間、細目間での事業計画の見直しは、可能です。（28年度の地域緑化活動における維持管理費を増やし、その分の広報研修費を減らすなど）

海岸通り植栽帯設計工事、コインパーキン
グ緑化工事、既存ビル壁面緑化工事

①設計等経費

②緑化整備等経費
（注2）

（主な内容）海岸通り植栽帯設計、コイン
パーキング緑化設計、既存ビル壁面緑化設
計

海岸通り植栽帯設計、コインパーキング緑
化設計、既存ビル壁面緑化設計

海岸通り植栽帯設計、コインパーキング緑
化設計、既存ビル壁面緑化設計

（主な内容）海岸通り植栽帯設計工事、コ
インパーキング緑化工事、既存ビル壁面緑
化工事

①～④の合
計1,000千円
以内／年度

1～3の合計5,000千円以内
／年度

（Ａ３）

海岸通り植栽帯設計工事、コインパーキン
グ緑化工事、既存ビル壁面緑化工事

1　民有地緑化

2　景観木保全

3　地域緑化活動
（注3）

※【参考】
助成率・助成金額の上限

100％以内

90％以内

100％以内

100％以内
（上限20千円/本）

③と④は各
景観木1本に
つき、合計
50千円以内
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